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【はじめに】

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）や日

本紅斑熱は、病原体を保有するマダニに刺

咬されることで感染するダニ媒介感染症で

あり、感染症法上の四類感染症に指定され

ている。これらの感染症は、これまで西日

本を中心に発生していたが、発生地域の拡

大及び患者数の増加が懸念されており、近

年では県内でも患者発生数が増加傾向にあ

る（表1）。

特に SFTSについては、本市においても

2021年に初めて患者が確認されて以降、毎

年発生しており、致死率が10～30％と高い

ことから注視すべき感染症となっている。

ダニ媒介感染症の感染リスクを把握する

ため、2023年には市北部の山間部におい

て、マダニ種の季節消長及び病原体の保有

状況を調査した 1)。今回、生活により身近

な森林公園等におけるマダニの生息状況調

査及びSFTS感染事例に関する追跡調査を行

ったため、その結果について報告する。

【方法】

１．調査方法

１．１ 市内のマダニ生息状況調査

市内の森林公園等（地点1～3）及び住宅

地周辺の草地（地点4～7）の計7地点を対象

とし、2024年4月にマダニの生息状況調査を

行った（図1）。マダニが確認された地点1

～3については継続調査地点として、4～8月

及び11～12月に月1回の調査を実施し、2023

年の調査結果（地点A,地点B）と比較した。

マダニの採取、分類及び病原体の検査は、

2.試験方法に従い実施した。

１．２ SFTS感染事例に関する追跡調査

2023年6月（発症は5月）に天竜区で市内5

例目のSFTS感染事例が発生した。同年6月及

び8月に推定感染地点（図1の地点C）におい

てマダニの採取及び病原体の検査を行った

結果、1匹のフタトゲチマダニからSFTSウイ

ルスが検出された 1)。そこで、本事例に関

する追跡調査として、2024年7,8,11月に同

地点におけるマダニの生息状況調査及び病

原体の保有状況について検査を実施した。

また、2024年5月に発生した市内6例目の

SFTS感染事例について、患者から検出され

たSFTSウイルスのNP領域のシーケンスを行

い、系統樹解析により遺伝子型を決定し

た。

２．試験方法

２．１ マダニの採取及び検液の調製方法

フランネルの白布を用いた旗振り法によ

り1地点につき約20分間マダニを採取し、

-80℃で一晩凍結した後、実体顕微鏡下で観

察した。その後、PBS(-)を約300μL加えて

バ イ オ マ ッ シ ャ ー Ⅱ で 破 砕 し 、 QIAamp

Viral RNA Mini kit(QIAGEN)により抽出し

検液とした。
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表1 SFTS及び日本紅斑熱の患者発生数

年 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

全国 60 90 77 101 78 110 118 134 122

静岡県 0 0 0 0 0 4 6 3 5

浜松市 0 0 0 0 0 1 2 2 1

全国 277 337 305 318 422 490 460 501 523

静岡県 2 6 3 10 8 8 5 7 14

浜松市 0 0 0 1 0 0 0 1 1

SFTS

日本紅斑熱



２．２ マダニの分類方法

採取したマダニは、形態学的観察により

種、発育期（成ダニ、若ダニ、幼ダニ）、

雌雄を分類した。観察による種の識別が困

難な場合には、マダニのミトコンドリア16S

rRNA領域のシーケンスにより同定した 2)。

なお、マダニ種の分類や病原体の検査は、

若ダニ及び成ダニを対象とした。

２．３ 病原体の検査方法

日本紅斑熱の検査については、原因病原

体であるRikettsia japonicaを含むリケッ

チア属全般を対象とし、表2に示す方法によ

り病原体検査を行った。陽性となった検体

については、シーケンスにより塩基配列を

決定し、NCBIのBLAST検索及び系統樹解析を

行った。

【結果及び考察】

１．市内のマダニ生息状況調査

2024年4月の調査の結果、森林公園等の地

点1～3ではマダニが採取され、住宅地周辺

の草地の地点4～7ではマダニは採取されな

かった。また、地点1～3ではリスやタヌキ

などの野生動物も確認されており、マダニ

の宿主となる動物が多いほどマダニに刺咬

されるリスクが高いと考えられる。地点1～

3における月別のマダニ採取状況を表3に示

す。2023年の調査地点A,Bと比較すると全体

の採取数は少なかったが、山間部に近い北

部の地点1では比較的多く採取された。

また、採取されたマダニ種の比較を表4に

示す（幼ダニを除く）。地点1～3では、ヤ

マアラシチマダニ、タカサゴキララマダ

ニ、タカサゴチマダニの3種は確認されなか

った。これらは南方系マダニと呼ばれ、東

南アジアから西日本を中心に確認されてい

たが、生息域を北方へ拡大してきている。

地点1～3では、周囲を住宅に囲まれた地点

もあり、外部との野生動物の出入りが少な

いため、南方系マダニの侵入が起きにくい

と考えられる。

採取したマダニについて病原体を検査し

た結果、Rikettsia japonica及びSFTSウイ

ルスは不検出であったが、その他のリケッ

チアがキチマダニとアカコッコマダニから

検出された（図2）。アカコッコマダニから

検出されたリケッチアはgltAでのみ増幅が

表2 病原体の検査方法

図2 リケッチアの系統樹（左図：gltA、右図：17kDa蛋白）
表3 月別のマダニ採取状況

表4 採取されたマダニ種の比較

発育期 4月 5月 6月 7月 8月 11月 12月

成･若ダニ 7 2 7 1 3 5

幼ダニ 14 37

成･若ダニ 7 3 2

幼ダニ

成･若ダニ 5 1 1

幼ダニ 31

成･若ダニ 15 13 10 1 2 18 12

幼ダニ 30

成･若ダニ 13 11 10 3 15 17

幼ダニ

2023年調査

2024年調査

地点1

地点2

地点3

地点A
(山林)

地点B
(竹林)

キチマダニ 18 (2) 10 (1) 1 48 (2) 52 (3)

フタトゲチマダニ 1 1 36 (23)

ヒゲナガチマダニ 4 1

オオトゲチマダニ 2 1

アカコッコマダニ 2 4 (1) 1

ヤマアラシチマダニ 1 (1) 31 (16)

タカサゴキララマダニ 7 (4) 11 (2)

タカサゴチマダニ 5 7

合計 25 (2) 12 (1) 7 (1) 98 (30) 102 (21)

※2023年調査は2023年3～12月の合計。　 (　)内はリケッチアの検出数を示す。

地点A
(山林)

地点1 地点2 地点3

2023年調査

地点B
(竹林)

2024年調査

検査系 領域 出典

SFTSウイルス Conventional RT-PCR NP  3)

17kDa蛋白

gltA
リケッチア

Conventional PCR

（nested-PCR）
 4)

対象

AY737683 Rickettsia marmionii

AB516961 Rickettsia sp. LON-13

KT187396 Rickettsia vini

AB473811 Rickettsia heilongjiangensis

D16515 Rickettsia japonica

M16486 Rickettsia rickettsii

M28480 Rickettsia conorii

AB114804 Rickettsia sp. Hf332

● Rickettsia（5,6月、地点1、キチマダニ）

● Rickettsia（4月、地点2、キチマダニ）

CP010969 Rickettsia raoultii

DQ517291 Rickettsia amblyommii

AF181036 Rickettsia helvetica

AF445383 Rickettsia akari

AB114825 Rickettsia tamurae

AF195118 Rickettsia felis

M28481 Rickettsia typhi

M28482 Rickettsia prowazekii

AF445381 Rickettsia canadensis

AF445380 Rickettsia bellii

100

99

79

43

71

43

71
62

46

80

83

51

98

48

0.020

AB516964 Rickettsia sp. LON-13

AP017580 Rickettsia japonica

AB473812 Rickettsia heilongjiangensis

KT187394 Rickettsia vini

AY578114 Rickettsia principis

AB114803 Rickettsia sp. Hf332

● Rickettsia（ 5,6月、地点1、キチマダニ）

MF511253 Rickettsia raoultii

AY737684 Rickettsia marmionii

U59729 Rickettsia rickettsii

U59730 Rickettsia conorii

DQ517290 Rickettsia amblyommii

MG818715 Rickettsia felis

U59717 Rickettsia akari

AB812551 Rickettsia tamurae

HM371185 Rickettsia helvetica

CP000409 Rickettsia canadensis

U59714 Rickettsia typhi

CP000087 Rickettsia bellii

OP503883 Rickettsia mendelii

MH458574 Rickettsia mendelii

● Rickettsia（4月、地点3、アカコッコマダニ）45
100

44

45

42

64
39

47

94

65
58

98

32

43

66

64

0.020 ●：本調査で解析した検体



みられ、チェコのマダニから検出され、新

たな基底グループとして報告されたRick-

ettsia mendelii5)と高い相同性を示した。

アカコッコマダニは鳥類を好むといわれて

おり、渡り鳥によるマダニの伝播が示唆さ

れた。

２．SFTS感染事例に関する追跡調査

5例目のSFTSの推定感染地点（地点C）に

おけるマダニ採取状況を表5に示す。2024年

7月には、2023年と同様に多数のフタトゲチ

マダニが採取された。また、7月の調査の翌

週、土地管理者によりピレスロイド系の殺

虫剤が散布され、8月の調査ではマダニは採

取されなかった。本地点における2023年の

調査では、8月にもマダニが多く採取されて

いたことから、殺虫剤の効果が現れたと考

えられる。しかし、11月には再び複数種の

マダニが確認された。本地点は周囲を森で

囲まれていることから、野生動物の通り道

を無くす等の対策を行わなければマダニの

侵入を防ぐことは困難であると考えられ

た。また、病原体検査の結果では、SFTSウ

イルスは検出されず、リケッチアについて

も非病原性として知られるRickettsia sp.

LONのみが検出された。

2024年5月に発生した市内6例目のSFTS感

染事例について、患者から検出されたSFTS

ウイルスの系統樹解析結果を図3に示す。そ

の結果、これまで市内で確認されていたも

のと同様に、日本で最も多く報告されてい

るJ1型に分類された。

【まとめ】

市内の複数地点でマダニの生息状況を調

査した結果、森林公園等を中心にマダニの

生息が確認され、生活に身近な環境におい

てもマダニに刺咬されるリスクがあること

が分かった。マダニ種については地域によ

って違いがみられ、特に南方系のマダニは

市北部の山間部に多いことが示唆された。

これらのマダニは西日本を中心に流行して

いるダニ媒介感染症の伝播の指標になると

考えられ、リスクを調査する上で有用であ

る。今回の調査では病原性が確認されてい

るリケッチアやSFTSウイルスは検出されな

かったが、マダニに刺咬されない行動・対

策の重要性について、引き続き啓発をして

いく必要がある。
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●本市で解析した検体

AB985539(SPL084A Okayama 2013) J1
AB985548(SPL106A Ehime 2013) J1
● 3-529（市内1例目）

● 4-505（市内2例目）

● 5-506（市内4例目）

● 4-545（市内3例目）

● 5-532（市内5例目）

● 230616hamamatsu（マダニから検出）

● 6-517（市内6例目）

AB985538(SPL082A Nagasaki 2013) J1
AB985532(SPL070A Ehime 2013) J1

AB985666(SPL143A Hiroshima 2014) J1
AB985555(SPL121A Miyazaki 2013) J1
AB985564(SPL137A Kochi 2014) J1

AB985544(SPL097A Hyogo 2013) J2
AB985545(SPL100A Hyogo 2013) J2

AB985526(SPL057A Yamaguchi 2013) J2

AB817997(SPL004A Miyazaki 2012) J3
KF374683(Zhao) J3
KJ597823(Zhejiang/01/2011) J3

HM802204(SD4) C1
HQ141606(JS4) C1

HQ141609(LN2) C2
KF711906(2012YSH89) C2

KF711902(2012YSC6) C2
KF711893(2011YGS5) C3

KF711890(2012YSH9) C3
KC505137(JS2011-062) C3

HQ141612(LN3/China/2010) C4
HQ830171(JS6) C4

KF711900(2011YSH52) C4

99

92
99

60
99

89

89

99

88

99

99

52

44

83

85 95
54

99

42

54
63

75

53

0.0050

表5 推定感染地点におけるマダニ採取状況

図3 SFTSウイルスの系統樹（NP領域）

6月 8月 7月 8月 11月

フタトゲチマダニ 27 19 34 0 3

オオトゲチマダニ 0 0 0 0 1

タカサゴチマダニ 0 0 0 0 5

2023年 2024年


